
 今年は、梅雨を飛びこして突然に「 酷暑」がやって来ました。晴天ではあるものの、外遊びをするには、

暑すぎて、水遊びでさえできない日が続きます、子ども達は窓の外を見ながらちょっと残念そう。それで

も室内では、空き箱やラップの芯を使った創作活動。バットとボールを新聞紙で作って野球をする子、折

り紙でリボンを作って髪の毛に飾っておしゃれごっこなど、手に入るものでいろんな遊びで盛り上がり

ます。  

 春から夏の子ども達の様子。ほんの少し切り取ってご紹介します。 

 

 
 

５月２８日（火）は、親子遠足。４歳児すみれ組の子ども達にとって3回目の園外活動。昨年の秋は、

子ども達だけでの近くの「 元気フィールド”へ徒歩で遠足。今回はお家の方も一緒に バスに乗って行く”

企画。みんなワクワクが止まらない様子。何日も前から あと○回寝たら遠足だね」 おやつ持っていく

んだよね」と子ども達の会話は遠足一色になり、当日が待てないと期待が高まります。 

そしてついに当日。子ども達を祝福するような晴天に恵まれ現場に到着。手始めに親子一緒に じゃん

けん列車”で盛り上がり、それぞれ大きな遊具にチャレンジしたり、広い公園をいっぱいに使って鬼ごっ

こをしたり、園庭とは違う解放感を味わい、汗だくになりながらたくさん遊びました。シートを広げて食

べた手作りのお弁当は格別の味。あちらこちらで保護者さん同士の会話も弾み、楽しそうな親子の笑顔

も沢山見えて、充実した親子遠足になったようでした。 

新田こばと園 すみれ組（4歳児）担任 酒井 香織 

 

 

 

 

 

 

民生委員さんと子ども達のご対面はちょっと緊張で始まりました。お名前と好きな食べ物で自己紹介

がはじまると、『僕もお寿司好き！』『私もイチゴ好き！』と子ども達が急に盛り上がり、早速仲良く遊び

が始まりました。「 大型カルタ”は、札に飛び込んで取りに行く子どもの姿を見て、民生委員さんから「『す

ごいね～』と声があがります。「 折り紙”では難しいところを、教えてもらったり、折ってもらったりし

て作品を一緒に作って嬉しそうにしていました。ホールに場所を移して、はしご渡りや一本橋など、「 運

動遊び”を披露。果敢にチャレンジする姿を、民生委員さんから声援と拍手を 

いただき得意満面でした。 

 暑い夏でも元気あふれる子ども達。いつもと違う空気を運んでくれる 

民生委員さん。みんなが楽しく ルンルン”とした気持ちの遊ぼう会に 

なりました。 

新田こばと園 主幹保育教諭 門間 久恵 
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親子遠足～加瀬沼公園～

暑い夏の日、新田地区民生委員さん4名と、 

4歳児すみれ組の交流会をしました。 

 



みんなで心を一つにして踊ったすずめ踊り 

～雨のなか頑張りました！～ 
ずぶ濡れのなか、みんなで踊った青葉祭り。 

毎年、年長のゆり組が参加する青葉祭り。今年は、昨年のゆり組の姿に憧れていた女児を中心に気合が入

っていて、練習もとても前向きでした。左右に跳ぶステップや８の字を描くように手を動かす等、難しい

演技を互いに研究しながら、晴れ舞台の青葉祭りを目指して練習に取り組む日々でした。前日には、新

田・八幡とＺＯＯＭでつなぎ、互いの踊りを見て呼吸を合わせ、 一緒に頑張ろう！」と気持ちがひとつ

になりました。そして、青葉祭り当日。あいにくの雨。濡れた舞台での安全を考えて、何度も練習して履

く事にやっと慣れた足袋を、靴に履き替えて舞台に臨みました。しかし、傘をさしたお母さん、お父さん、

そして多くのお客さんの前に出ると、さっきまでの緊張感はどこへやら・・。額からこぼれ落ちる雨粒を

ものともせず、笑顔満面で元気一杯踊った子ども達。 たのしかった」 もういっかいおどりたい」と、大

満足の表情。年長組になって初めての行事、今までと違って、とてもたくましく、一回り大きくなったよ

うに感じられた瞬間でした。 

みんなで心を一つにやりきった達成感を味わった子ども達でした。 

八幡こばと園  ゆり組（５歳児）担任 阿部 友子  

 

 

 

 

ばら組では、５月から園の畑でオクラとゴーヤを育てました。まず、クラスの

みんなで一緒に苗を植えた後、保育士がジョーロを持つと お水やりやりた

い！」と、子どもたちも我先にと小さなジョーロを持ってみんなで水やりを楽し

んでます。そして毎日 大きくなぁれ！」と声を掛けながら作物の生長を楽しみ

に過ごしています。オクラの苗がアブラムシに食べられて枯れてしまった時は、

保育士が作物を守る方法を図鑑で調べた内容を覚えていて アブラムシは、てん

とう虫がやっつけてくれるって！」 お外に行って探そう！」と言い出す場面もありました。毎日の観

察の中でゴーヤの花が咲いたこと、暑い日は葉っぱの元気がないことなど様々な小さなできごとに気付

いて興味深く観察する子ども達。これからも楽しく作物の栽培をして、小さな発見をしていきたいと思

います。 

 

八幡こばと園 ばら組（２歳児）担任 佐藤 可奈子 

                      

 

 
新田八幡こばと園だよりは、ホームページにも掲載してい

ます。こちらからQRコードを読み取って、ご覧ください。 

出発前の最後の練習 

本番、頑張るぞ～！ 


